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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
実施例５：ろ過バッグ遠心分離は、微生物に対する不適切な分離方法である。
　包装ボード（１０ｇ）を、ボードサンプルの縁を除いて、滅菌はさみで小片に切断した
。得られた小片を、３００ｍｌのクエン酸緩衝液（０．０５Ｍ、ｐＨ５）と混合し、Ｗａ
ｒｉｎｇブレンダー中でホモジナイズした。ホモジナイズした浸漬湿潤包装ボード（３５
±０．１ｇ）の既知の重量測定量を、ろ過バッグを含む５０ｍｌファルコンチューブ（繊
維およびインビトロ研究のためのＦ５７ろ過バッグ、Ａｎｋｏｍ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
）に移し、遠心ろ過した。理想的には、不溶性マトリックスは、ろ過バッグ中に捕捉され
、細菌は、ペレット内に沈降するだろう。それにもかかわらず、ｑＰＣＲの結果は、培養
結果の２７％を示し、単独でのろ過バッグ遠心分離は、溶液中に懸濁された包装ボードか
らの微生物に対する適切な分離方法ではないことを示す。ｑＰＣＲおよび培養を使用する
結果を、図２に示す。
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